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地域で共に助けあい 支えあうまちづくり地域で共に助けあい 支えあうまちづくり地域で共に助けあい 支えあうまちづくり

　今回の社協フェスタでは「防災の視点を含め
て地域のつながりをもう一度見つめ直そう！」
をテーマに、桂枝曾丸さんの落語や防災に関す
るスタンプラリーなどのイベントを開催しました。
　能登物産展、町内の幼稚園・保育所の子ども
たちが作成した義援金箱の展示なども実施しま
した。
　イベントの様子は2ページへ。

　精華町社協が法人格を取得して今年度で45年。
その節目となる年に「せいか社協フェスタ2024」を
開催しました。
　当日は晴天にも恵まれ、たくさんの方にご来場い
ただき改めて多くの方々に支えられていることを実
感する一日となりました。
　精華町社協はこれからも地域の方々が安心して暮
らせるまちづくりを目ざします。

おかげさまで法人化45周年

公式LINE

社会福祉法人 
精華町社会福祉協議会1



　社協会費を納めていただいてありがとうご
ざいました。寄せられた会費は住民の皆さま
が地域で安心して暮らすことのできるまちづ
くり支援に活用させていただきます。（順不同）

令和6年度
法人会員（第3次報告）

今回のテーマは「防災の視点を含めて地域のつながりをもう一度見つめ直そう！」
秋晴れのもと、各種イベントが行われました。

社会福祉活動の普及及び推進に資するため、特に社会福祉に功労があった方や団体に対して、
山本会長から表彰状・感謝状を贈呈しました。　　　　　　　　　　    受賞者（順不同・敬称略）

今回のフェスタでは多くの団体にご協力をいただきました。木津警察署、災害ボランティアセンター、手芸
おてだま、手話たけとんぼ、せいかグローバルネット、学生ボランティア  皆さんありがとうございました。

精華町社会福祉大会

◆社会福祉関係者
・長谷川　悟
・近藤　かほる
・渡辺　一城
・中畔　秀昭
・河村　年郎
・岩前　良幸

・大冨　利子
・片上　智嗣
・新田　清治
・錦　光榮
・岡田　敦子
・坂東　敏和

◆ボランティア活動
・古布裁断ボランティア
「はなみづき」
・菅井ふれあいサロン
・ふれあいサロン“わの会”
・光台四丁目サロンゆうゆう
・みなみふれあいサロン

・イングスローズ茶論
・サロン七光
・Happyサロン精華台
・元気塾サロン
・にこにこサロン桜が丘
・山田ふれあいサロン

◆寄付者
・株式会社森忠建設造園
・株式会社花駒
・福味　定

・藤村　秀幸
・古川　清幸
・三桝　嘉之
・匿名　３名

◆社会福祉活動
・北ノ堂福祉見守り隊
・精華町キャラバン・メイト連絡会
◆本会事業功労
・合同会社京都やましろ相続相談センター

月

（日・祝）

1111
日33

アルミ缶ランタン作りアルミ缶ランタン作り

土嚢袋の重さは？土嚢袋の重さは？

ミッションクリアで
どんちゃんクッキーゲ

ット！ミッションクリアで
どんちゃんクッキーゲ

ット！

防災貴重品袋を作ろう
防災貴重品袋を作ろう

パトカーに乗ってみようパトカーに乗ってみよう

能登物産展能登物産展

耳の聴こえない人に
危険を伝えよう
耳の聴こえない人に
危険を伝えよう

世界に地震のある地
域

世界に地震のある地
域

精華町内の園児による
能登半島地震手作り義援金箱
精華町内の園児による
能登半島地震手作り義援金箱

どんちゃんがお出迎え♪
どんちゃんがお出迎え♪

避難所設営「段ボールベッド
を組み立てよう」
避難所設営「段ボールベッド
を組み立てよう」

「防災リュックに何を入れる？」
「防災リュックに何を入れる？」

防災はかせ
認定証

防災はかせ
認定証

せいか社協フェスタ2024
開催しました！

せいか社協フェスタ2024
開催しました！
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精華町大字東畑小字北山中9-2

0120-442696

浦井酒店
株式
会社京都サッシセンター 1枚からでも修理OK

防犯・防音・防熱・安全ガラス・アルミサッシ
エクステリア・カギの取付け・リフォーム全般

相楽郡精華町祝園二ノ坪15-10
相楽郡精華町

TEL 94-2317 FAX 94-2343
TEL 39-3410 FAX 39-2390

本 社
リフォーム部

URL http://www.sumai-oisyasan.jp/　E-mail:toto350@gaia.eonet.me.jp

●ガラスの割替
●アミ戸の張替

賠償責任保険
（身体障害・財物損壊共通）

死亡・後遺障害保険金
入院保険金日額
通院保険金日額

被保険者一人あたりの保険料

基本S

250円

基本A

300円

基本B

500円

100万円
5,500円
3,000円

150万円
6,000円
3,800円

500万円
9,500円
6,000円

障
害
補
償

プラン
ボランティア保険補償内容

１事故につき（支払い限度額）5億円
（免責金額：なし）
上記、死亡保険金を除く

後遺障害、入通院保険金額に同じ
特定感染症葬祭費用300万円限度（実費）

特定感染症補償

補償内容（熱中症も補償）補償内容（熱中症も補償）

ボ
ラ
ン
ティ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

令
和
7
年
度

ボ
ラ
ン
ティ
ア
登
録
の

更
新
に
つ
い
て

　
精
華
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
登
録
団
体
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、精
華
町

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
登
録（
更
新
）を
お
願
い

し
ま
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

社
協
地
域
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※

申
請
書
は
精
華
町
社
協
地
域
福

祉
課
窓
口
ま
た
は
社
協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の

加
入
に
つ
い
て

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
は
年
度
ご

と
の
加
入
が
必
要
で
す
。令
和
７

年
度
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加

入
さ
れ
る
方
は
、精
華
町
社
協
地

域
福
祉
課
窓
口
に
て
、活
動
日
の

前
日
ま
で
に
加
入
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。代
表
者
が
ま
と
め
て

加
入
手
続
き
を
行
う
こ
と
も
可
能

で
す
。ま
た
、精
華
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
登
録
団
体
の
登
録
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、保
険

料
の
補
助（
１
人
１
０
０
円
）を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
６
年
度

社
協
会
費
の
報
告
と
お
礼

　

精
華
町
社
協
で
は
、令
和
６
年
度
の
社

協
会
費
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

多
く
の
方
々
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、自
治

会
役
員
の
方
を
は
じ
め
、住
民
の
皆
さ
ま

の
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。皆
さ
ま
に
は
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。集
ま
っ
た
会
費
は「
地
域
で
共

に
助
け
あ
い 

支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り
」の

理
念
の
も
と
、町
内
の
地
域
福
祉
活
動
推

進
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

特
例
貸
付

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

相
談・支
援
事
業

　

こ
の
事
業
は
、生
活
福
祉

資
金
の
償
還
が
何
ら
か
の
事

由
に
よ
り
困
難
な
方
や
、相

談
支
援
が
必
要
と
考
え
ら
れ

る
借
受
人
、昨
今
の
物
価
高

騰
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、生

活
困
窮
な
ど
の
不
安
を
抱
え

て
お
ら
れ
る
方
に
対
し
、相

談
・
支
援
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

精
華
町
社
協
で
は
、様
々

な
生
活
の
困
り
ご
と
へ
の
相

談
・
支
援
が
適
切
に
行
え
る

よ
う「
温
っ
た
か
京
都・寄
り

添
い
ワ
ー
カ
ー
」を
配
置
し

て
い
ま
す
。

　

電
話
で
の
相
談
や
、自
宅

へ
の
訪
問
、生
活
支
援
物
資

の
配
布
な
ど
を
行
い
、生
活

困
窮
や
生
活
す
る
上
で
の
困

り
ご
と
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
、関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
、困
り
ご
と
の
解
決
に

向
け
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
一
人
で
悩
ま
ず
、ま
ず
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。生
活
状

況
の
改
善
に
む
け
て
一
緒
に

考
え
て
い
き
ま
す
。

※

生
活
支
援
物
資
に
つ
い
て

は
、京
都
生
協
さ
ん
か
ら
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ボランティア活動の推進（活動者への保険料一部
補助など）・ふれあいサポート事業（住民相互の助
けあい活動）・小地域福祉委員会活動（地域の見守
り活動、居場所づくりなどの活動運営費）・ふくし＆
相続相談運営費・地域児童福祉活動助成事業など

【社協会費の主な使いみち】

口数会員数
普通会員
賛助会員
法人会員
合計

2,915
15
97

3,027

2,921
52
595

3,568

令和6年度

令和7年
3月3日(月)
午前8時30分
から受付開始

上記の補償内容は令和６年度の内容です。

【
問
合
せ
先
】　   

地
域
福
祉
課

　
　
　
　 

電
話 

94-

4
5
7
3

【
問
合
せ
先
】　   

地
域
福
祉
課

　
　
　
　 

電
話 

94-

4
5
7
3
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ＧＣ京都南
プチガイア精華学研店
新和自動車株式会社

〒 619-0238
京都府相楽郡精華町精華台 1丁目 25-3
ＴＥＬ．0774-98-3322

みなさまのすぐとなりに
京都中央信用金庫がいます。一緒がうれしい

OnYourSide
0774（93）1321
0774（93）1124

精華支店
JR祝園駅西300m

FAX

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

　
精
華
町
で
も
高
齢
化
が
進
ん
で
お

り
、認
知
症
状
の
あ
る
方
や
一
人
暮
ら

し
の
方
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。介

護
を
必
要
と
し
な
が
ら
も
自
分
ら
し

く
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
た
い

と
い
う
希
望
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
を

実
現
す
る
た
め
に
医
療・介
護・生
活

支
援
な
ど
を
一
体
的
に
提
供
す
る

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の
構
築

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
推
進
す
る
中
で
地

域
ケ
ア
会
議
は
と
て
も
重
要
で
す
。

　

地
域
ケ
ア
会
議
と
は
、高
齢
者
な

ど
の
何
ら
か
の
支
援
を
必
要
と
す
る

方
が
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、高
齢
者
が
抱

え
て
い
る
課
題
を
、介
護
や
医
療
な

ど
の
専
門
職
、民
生
委
員
な
ど
の
地

域
住
民
が
集
ま
っ
て
話
合
い
、解
決

策
を
探
っ
て
い
く
会
議
の
こ
と
で
す
。

　
地
域
ケ
ア
会
議
で
個
別
ケ
ー
ス
の

課
題
分
析
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ

り
、地
域
に
共
通
し
た
課
題
を
明
確

化
し
、そ
の
解
決
に
必
要
な
社
会
資

源
や
地
域
活
動
を
生
み
出
し
、さ
ら

に
は
介
護
保
険
事
業
な
ど
の
計
画
に

反
映
す
る
施
策
に
つ
な
げ
て
い
く
役

割
を
も
っ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】　   

地
域
福
祉
課

　
　
　
　  

電
話 

94-

4
5
7
3

地
域
ケ
ア
会
議
を

ご
存
じ
で
す
か
？

　

12
月
８
日（
日
）、か
し
の
き
苑
ふ

れ
あ
い
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
精
華
町

社
協
と
精
華
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
共
催
で『
住
民
向
け
防

災
講
座
』を
開
催
し
、41
名
の
方
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
、精
華
町
の
災
害
時
福
祉

避
難
所
に
つ
い
て
の
説
明
と
講
座
で

し
た
。N
P
O
法
人
さ
く
ら
ネ
ッ
ト

代
表
理
事
の
石
井
布
紀
子
氏
を
講
師

に
お
招
き
し
、「
ゲ
ー
ム
で
体
験
す
る

防
災
訓
練
」を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
感
想

山
田
荘
小
学
校
で
の
防
災
教
室

住
民
向
け
防
災
講
座
の
開
催

ま
ち
の
福
祉
サ
ポ
ー
ト
店

活
動
紹
介

　

精
華
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
は
、災
害
が
起
き
た
非
常
時
だ
け

で
な
く
、平
常
時
か
ら
災
害
に
備
え
た

活
動
を
行
う
常
設
型
の
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、防
災・減
災
に

つ
い
て
、子
ど
も
た
ち
が
自
ら
考
え
、

行
動
が
で
き
る
よ
う
に「
防
災
教
室
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
12
月
10
日
、山
田
荘
小
学
校
5
年

生
2
ク
ラ
ス
で
防
災
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
前
半
の
講
義
で
は
、家
に
ひ
と
り
で

い
る
時
に
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、ど
こ
に
避
難
す
れ
ば
良
い
の
か

を
皆
で
考
え
ま
し
た
。

　
後
半
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は「
災

害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
」の
使
い
方
の
説
明

を
し
ま
し
た
。伝
言
録
音
の
際
に
ど
の

よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し
、大
切
な

人
に
自
分
の
安
否
を
ど
う
伝
え
れ
ば

よ
い
か
を
真
剣
に
学
ん
で
く
れ
て
い

ま
し
た
。

●
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、避
難
所

で
気
持
ち
を
和
ら
げ
る
た
め
に
背

中
を
さ
す
っ
て
あ
げ
る
こ
と
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
る
の
だ
と
い
う

気
づ
き
が
あ
っ
た
。

●
避
難
所
訓
練
を
自
分
の
自
治
会
で

も
や
っ
て
み
た
い
。

●
避
難
所
の
開
設
が
い
か
に
難
し
い
か

　

１０
月
に
株
式

会
社
森
忠
建
設

造
園
さ
ん
が「
グ

リ
ー
ン
キ
ュ
ー

ブ
フ
ェ
ス
」を
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
レ
イ
ル
予

防
体
操
、脳
ト
レ
、

足
指
力
測
定
、お
茶
入
れ
講
座
、剪
定

の
実
演
な
ど
が
行
わ
れ
大
盛
況
で
し

た
。売
り
上
げ
の
一
部
を
社
会
福
祉

協
議
会
に
ご
寄
付
賜
り
ま
し
た
。地

域
福
祉
の
推
進
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

【
地
域
ケ
ア
会
議
の
５
つ
の
機
能
】

●
個
別
ケ
ー
ス
の
課
題
解
決
機
能

●
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
機
能

●
地
域
課
題
発
見
機
能

●
地
域
づ
く
り・資
源
開
発
機
能

●
政
策
形
成
機
能

　

地
域
ケ
ア
会
議
で
大
切
な
こ
と
は

「
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
そ

の
人
ら
し
く
生
活
で
き
る
地
域
に
す

る
に
は
何
を
す
べ
き
か
」を
皆
で
考

え
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

行
政
だ
け
に
頼
る
の
で
な
く
、専

門
職
や
地
域
住
民
の
協
力
が
大
切
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

災
害
ボ
ラ
ン
ティ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

が
わ
か
っ
た
。

な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

精
華
町
社
協
で
は
講
座
以
外
に
も
、

自
治
会
と
協
働
で
災
害
時
福
祉
避
難

所
設
置
運
営
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

住民向け
防災講座の様子
住民向け
防災講座の様子

【
問
合
せ
先
】　   

地
域
福
祉
課

　
　
　
　  

電
話 

94-

4
5
7
3
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わーく相楽
精華町北稲八間井手ノ元３２

電話 ９4－９１６７

　

住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
生

活
を
送
る
た
め
に
は
、介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
以
外
の
サ
ー
ビ
ス（
イ
ン
フ

ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
）が
必
要
で
あ

り
、必
要
性
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、情
報
が
不
足
し
て
い
る
現
状
が

あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、社
協
の
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
と
中
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
協
働
し
て
、精
華
町
近
隣
を

中
心
と
し
た
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー

ビ
ス
の
情
報
収
集
を
行
い
ま
し
た
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の

★
個
別
機
能
訓
練

★
口
腔
機
能
向
上
サ
ー
ビ
ス

「
も
う一度
、自
分
の

　
足
で
歩
き
た
い
‼
」

ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

利
用
者
の
前
坂
さ
ん
は
、ケ
ガ
で

膝
を
痛
め
車
イ
ス
で
の
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
６
月
に
初
め
て
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
に
来
ら
れ
た
時
は
、車
イ
ス

か
ら
一
人
で
立
ち
上
が
る
こ
と
が
困

難
で
、長
時
間
イ
ス
に
座
っ
て
い
る

こ
と
も
難
し
い
状
況
で
し
た
。

　
「
も
う
一
度
、自
分
の
足
で
歩
き
た

い
」と
機
能
訓
練
に
熱
心
に
取
り
組

ま
れ
、平
行
棒
を
使
用
し
て
歩
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
近
は
、歩
行
器
で
の
歩
行・更
衣

動
作
の
改
善
な
ど
の
新
た
な
目
標
に

向
け
、機
能
訓
練
に
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。

「
食
事
の
時
の

　
”む
せ
込
み　
‶が

　
　
し
ん
ど
く
て…

」

　
利
用
者
の
久
保
さ
ん
は
、食
事

の
時
の“

む
せ
込
み”

が
あ
り
、食

事
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ず
、悩
ん

で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
６
月
か
ら
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
で
口
腔
機
能
向
上
サ
ー

ビ
ス
が
始
ま
り
、口
腔
体
操
や
口

腔
ケ
ア
を
行
う
こ
と
で「
む
せ
込

み
が
な
く
な
っ
た
」と
喜
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。

　“

む
せ
込
み”

が
な
く
な
っ
た

こ
と
で「
食
事
が
美
味
し
く
感
じ

る
。今
度
は
、も
う
少
し
固
い
物
を

食
べ
て
み
よ
う
か
な
」と
笑
顔
で

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

１
．生
活
し
て
い
る
地
域
の

　

  

社
会
資
源
や
情
報
は

　

  

と
て
も
大
切
で
す
！

１
．生
活
し
て
い
る
地
域
の

　

  

社
会
資
源
や
情
報
は

　

  

と
て
も
大
切
で
す
！

　

公
的
な
制
度
に
基
づ
い
て
提
供

さ
れ
る
支
援
を『
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー

ビ
ス
』と
呼
ぶ
一
方
で
、家
族
、親
族

や
友
人
、地
域
住
民
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
よ
る
支
援
の

こ
と
を『
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ

ス
』と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、見
守

り
支
援
や
安
否
確
認
、食
事
の
宅
配

サ
ー
ビ
ス
、外
出
の
付
添
い
、地
域
の

サ
ロ
ン
や
地
域
住
民
と
の
交
流
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

　
　
　
サ
ー
ビ
ス
と
は・・・

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

　
　
　
サ
ー
ビ
ス
と
は・・・

　

近
隣
の
医
療
機
関
、外
出
の
方

法
や
食
事
や
理
美
容
の
こ
と
、相

談
機
関
、地
域
で
開
催
さ
れ
て
い

る
サ
ロ
ン
や
体
操
教
室
な
ど
の
活

動
を
掲
載
し
た「
情
報
誌
」を
作
成

し
ま
し
た
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、精

華
町
社
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

２
．「
生
活
に
役
立
つ

　

  

情
報
誌
が
あ
っ
た
ら

　

  

い
い
な
」と
い
う

　

  

思
い
を
形
に・・・

２
．「
生
活
に
役
立
つ

　

  

情
報
誌
が
あ
っ
た
ら

　

  

い
い
な
」と
い
う

　

  

思
い
を
形
に・・・Ｄ （どんちゃん）

Ｏ （おたすけ）
Ｊ （情報誌）

【
問
合
せ
先
】　   

在
宅
介
護
課  

　
　
　
　
　
居
宅
介
護
支
援
係

　
　
　
　

  

電
話 

98-

３
３
９
８

【
問
合
せ
先
】　 

通
所
介
護
課　

　
　

      

電
話 

98-

３
９
２
４
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芳梅会社会福祉法人

〒619-0232 精華町桜が丘 3-1-6

TEL.0774-75-1831〈代表〉

・ファイン桜が丘 （通常型デイサービス）
・ファイン・ステップ桜が丘 （運動特化型デイサービス）
・ファインケアプランセンター
・ファイン訪問看護ステーション

　

物
心
つ
く
頃
か
ら
懸
命
に
リ
ハ
ビ

リ
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
重
い

障
が
い
が
残
り
、四
肢
麻
痺
で
寝
返
り

も
座
位
も
取
れ
な
い
車
椅
子
の
暮
ら

し
で
す
。話
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が

絵
本
が
大
好
き
。話
を
よ
く
聞
い
て
い

て
、よ
く
笑
い
、満
面
の
笑
顔
は
い
つ

も
周
り
の
人
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

体
を
動
か
す
こ
と
も
好
き
。デ
イ
セ
ン

タ
ー
で
は
毎
日
ウ
ォ
ー
カ
ー
で
走
ら

せ
て
も
ら
っ
た
り
、コ
ロ
ナ
の
前
は
プ

ー
ル
に
通
い
、バ
シ
ャ
バ
シ
ャ
水
を
蹴

っ
て
進
み
得
意
顔
で
し
た
。重
度
の
肢

体
不
自
由
が
あ
る
と
は
い
え
、な
か
な

か
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
日
々
を
送
っ
て
い

ま
す
。

　
現
在
、相
楽
デ
イ
セ
ン
タ
ー
に
通
所

し
な
が
ら
、週
３
回
在
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
で
精
華
町
社
会
福
祉
協
議
会
さ
ん

や
、他
の
事
業
所
の
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に

入
浴
介
助
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。二
人
の
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
体
調
に

変
化
は
な
い
か
配
慮
し
つ
つ
、娘
を
抱

え
て
湯
船
に
入
れ
る
骨
の
折
れ
る
介

助
で
す
が
、い
つ
も
優
し
く
明
る
く
接

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　
娘
の
表
情
を
汲
み
取
っ
て
、笑
顔
を

引
き
出
そ
う
と
面
白
お
か
し
く

話
か
け
て
く
だ
さ
る
様
子
に
わ

た
し
も
い
つ
も
顔
が
ほ
こ
ろ
び

ま
す
。

　
親
も
年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
、

あ
ち
こ
ち
身
体
の
故
障
が
出
て
、

体
力
も
低
下
の
一
途
で
す
。

こ
の
先
い
つ
ま
で
介
護
で
き
る

だ
ろ
う
か
と
不
安
が
膨
ら
む
な

か
、ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
た
ち
は
と
て

も
心
強
い
存
在
で
す
。

　

住
み
慣
れ
た
我
が
家
で
一
日

で
も
長
く
暮
ら
さ
せ
て
や
り
た

い…
…

娘
の
元
気
な
笑
顔
が
こ

の
ま
ま
ず
っ
と
続
く
よ
う
に
と
、

切
に
願
う
毎
日
で
す
。

　
「
お
か
え
り
な
さ
〜
い
」

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
玄
関
先
で
小

百
合
さ
ん
の
乗
っ
た
車
を
待
っ
て

い
る
と
、少
し
眠
そ
う
な
表
情
の
小

百
合
さ
ん
が
帰
っ
て
こ
ら
れ
ま
す
。

「
車
の
中
が
暖
か
か
っ
た
の
か
な
？

今
日
は
疲
れ
て
る
の
か
な
？
」な
ど

と
声
を
か
け
な
が
ら
自
宅
内
へ
。た

く
さ
ん
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
、時

に
は
笑
い
声
が
浴
室
内
に
響
き
な

が
ら
の
お
風
呂
タ
イ
ム
で
す
。

　

本
会
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
は
昨

年
の
３
月
か
ら
入
浴
介
助
で
訪
問
し

て
い
ま
す
。ま
だ
日
は
浅
い
の
で
す

が
、小
百
合
さ
ん
の
楽
し
い
ひ
と
と

き
の
お
役
に
立
て
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

こ
の
他
に
も　
　

・利
用
者
と
共
に
行
う
掃
除・洗
濯

・買
物
支
援
と
調
理

な
ど
、そ
の
方
の
障
が
い
の
特
性
に
応

じ
た
支
援
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
訪
問

し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
〜
い
」

ス
タ
ッ
フ
さ
ん
と
車
椅
子
の
娘
が

乗
っ
た
送
迎
車
が
、相
楽
デ
イ
セ
ン

タ
ー
へ
と
出
発
し
ま
し
た
。今
日
も

楽
し
く
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に・・・・・・

と
見
送
り
ま
す
。

　

娘
の
小
百
合
は
早
産
で
９
９
２

グ
ラ
ム
の
超
未
熟
児
で
し
た
。出
産

時
の
ト
ラ
ブ
ル
や
何
度
も
生
命
の

危
機
を
乗
り
越
え
、二
十
歳
ま
で
生

き
る
の
は
無
理
か
と
思
わ
れ
て
い

た
の
に
今
年
３９
歳
に
な
り
ま
す
。

小百合さんのお母様に
現在のお気持ちを
伺いました

ホームヘルパー
訪問時の
ご様子です

　
精
華
町
社
協
訪
問
介
護
事
業
所
で

は
、介
護
保
険
法
に
基
づ
く
高
齢
者

宅
の
支
援
だ
け
で
は
な
く
、障
害
者

総
合
支
援
法
に
基
づ
い
て
、障
が
い

の
あ
る
方
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
一
人
で
あ
る“

小
百
合

さ
ん”

を
ご
紹
介
し
ま
す
！

★小百合さん★

よいしょっと！
作業中

おいしそう！

【
問
合
せ
先
】

　
在
宅
介
護
課　
訪
問
介
護
係

　
　
　
　

   

電
話 

98-

３
５
２
６
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金﨑工務店株式会社
総合建設業

京都府相楽郡精華町大字祝園小字長塚32番地の2
TEL.0774-94-2314・FAX.0774-94-2870（〒619-0241）

学校法人

京都廣学館高等学校
南京都学園

精華町北部地域包括支援センター・あんしんサポート北部

高齢者総合福祉施設 神の園

ご相談
お問合せは TEL.94-5677

★私たちが取り組む地域交流活動を総称して「せいかいちごカフェ」と呼んでいます。

NPO 法人プラッツ
生活介護  就労継続支援B型事業所

おーぷんせさみ
電話  ９３－１９６９

共立電業株式会社

定休日
日曜日
第2・第4土曜日

精 華 店　京都府相楽郡精華町東畑芳谷 22
　　　　　TEL  0774-94-2108 ㈹
木津川店　京都府木津川市相楽神後原30－５－１
　　　　　T E L .0774（72）0924㈹
　　　　　FAX .0774（72）3673

フリーダイヤル.0120-12-0824
E-mail:moritadenkakz@yahoo.co.jp

京都府相楽郡精華町精華台７丁目４－１　※救急告示病院

TEL 0774-98-2123（代）www.iseikai.jp

〒619-0238 京都府相楽郡精華町精華台2-10-13

TEL.0774-95-0753

NPO法人さわやかウエスト

さわやかヘルプ活動（生活支援）
TEL（0774）95 － 3045

精華町大字北稲八間小字寄田長29-1

TEL.0774-94-2029

株式会社タナカ

京都府相楽郡精華町
南稲八妻蔭山33番地

TEL.0774-80-2360

住まいのミカタ

☎ (0774) ９３－２２１６

整形外科・外科・内科・リハビリテーション科

古　田　診　療　所
日本整形外科学会　整形外科専門医　古田貢一

精華町祝園門田８

祝 園 鍼 灸 院
京都府相楽郡精華町祝園一丁田 5－ 48

電話　0774－ 93－ 3108

建築・建材・金物一式
マキタ・HITACHI 電動工具

（有）松井豊商店
精華町祝園田内垣外16-1  電話94-2010
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せいか社協だより

常勤職員募集常勤職員募集

☆発行日
☆発　行

法人運営室
地域福祉課
在宅介護課 

通所介護課
※在宅介護課のFAX番号は通所介護課と同じです。
Ｅ-mail 
ＵＲＬ

令和７年２月２１日
社会福祉法人 精華町社会福祉協議会
京都府相楽郡精華町南稲八妻砂留22番地1
精華町地域福祉センター「かしのき苑」内
TEL 0774-94-4573   FAX 93-2278
TEL 0774-94-4573   FAX 93-2278
TEL 0774-98-3398   （ケアマネジャー）
TEL 0774-98-3526   （ホームへルパー）
TEL 0774-98-3924　FAX 98-3559

daihyou@seikashakyo.or.jp
https://seikashakyo.or.jp

相談情報コーナー相談情報コーナー
● ● ● 内容に応じて次の相談業務を行っています。相談はすべて無料で秘密厳守します。 ● ● ●

●目の不自由な方のため、朗読ボランティアひびきの皆さんが本誌を朗読したCDを用意しています。
　社協地域福祉課の窓口で貸し出ししています。

ご寄付ありがとうございました

　精華町社協では、皆さまからお寄せいただいた金品は住民の皆
さまと進める地域福祉に活用させていただきます。※社会福祉法
人へ寄付をいただいた場合は、税法上の優遇措置がうけられます。

個人 ●中村　茂喜（物品寄付）
団体 ●精華町文化協会

●株式会社 森忠建設造園
●手芸ボランティア「おてだま」
●株式会社 花駒  （順不同・敬称略）

精華町共同募金
委員会から
お知らせ

今年度共同募金にご協力いただいた団体(高額)をご紹介します。ご協力ありがとうございました。
　　(敬称略)

※相談日が祝日と重なる場合はお休みです。 ※予約などは地域福祉課（94-4573）へお願いします。

相談の種類 場　所 相談対象者 予　約
精華町内に在住・
在勤している方
※過去3か月相談を
受けていない方優先

精華町
地域福祉センター
かしのき苑

精華町
地域福祉センター
かしのき苑

精華町
地域福祉センター
かしのき苑

第1水曜日
祝日の場合は翌営業日
午前8時30分から
受付開始

相談月の１日
午前8時30分から
受付開始

※1日が土日祝の場
合は翌営業日から
受付開始

相談日時
第2水曜日

午後1時30分から
午後4時

祝日の場合は翌営業日

精華町内に在住して
いる高齢者世帯の方や
障がいなどで

サポートが必要な方

社協ふくし＆
住まいの
困りごと相談

第4木曜日
午前9時から正午
祝日の場合は休み

介護相談
月曜日～金曜日
午前8時30分から
午後5時15分

祝日の場合は休み

※訪問もいたしますので
　お気軽にご連絡ください

精華町内に在住・
在勤している方

①第2火曜日
②第4金曜日

午後1時から午後４時
祝日の場合は休み

社協ふくし＆
相続相談

弁護士による
法律相談

①せいかガーデンシティ２階
「イマージュサロン」
②「かしのき苑」

おめでとうございますおめでとうございます

～チームワークであなたを支えます！まずはお電話ください～
職　　種 ： 看護師・保健師
業務内容 ： 経験・希望によって次のどちらかの業務
　　　　　①デイサービス業務
　　　　　②地域包括支援センター業務
※条件などの詳細はホームページをご覧ください。

多年にわたり社会福祉の発展に功
労のあった全国の方々に対し毎年
表彰が行われます。令和６年度全
国社会福祉大会において、
本会職員　杉山　典壽　が
全国社会福祉協議会会長表彰を
受賞しましたのでお知らせします。

赤い羽根共同募金
●せいか市

歳末たすけあい募金
●京セラ株式会社　●京セラ株式会社 けいはんなリサーチセンター一同
●京セラ労働組合
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